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Ⅴ e-Tanzawa の運用 ・ 拡張
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要　約

　丹沢大山総合調査において構築したデータベースである丹沢自然環境情報ステーション （e-Tanzawa） を運用 ・ 拡張する

ために， そのデータベースを基に作成した様々な Web サイトのポータルサイトとしての e-Tanzawa （http://e-Tanzawa.jp/） を

作成した． このポータルサイトには， 調査団を対象とした e-TanzawaSupport， 県民を対象としたアトラス丹沢の Web 版や丹

沢大山総合調査の現状を見渡せるたんざわレポート Online， 神奈川県に生息する希少種を紹介する神奈川県レッドデータ

ブックなどのサイトに加え， 丹沢大山自然再生基本構想のパブリックコメントを収集するサイトが含まれている． このようにデー

タベースとして構築した e-Tanzawa を基にしたポータルサイトとしての e-Tanzawa は， 必要に応じて Web サイトの追加や意見

の収集など， 自然再生における多様な主体の様々なニーズに対して柔軟に拡張できる Web サイトとして構築 ・運用した．

1. はじめに

　多様な主体が参加する自然再生事業では， 様々な情報の

公開， 共有が重要である （金子 , 2004）． 丹沢大山総合調

査では， 様々な情報を集約し， 情報の公開 ・ 共有が行え

るように丹沢自然環境情報ステーション （e-Tanzawa） とい

うデータベースを構築した （第 5 章第 2 節Ⅰ）． その運用 ・

拡張方法の一つとして， データベースである e-Tanzawa 
を基に Web サイトとして作成した調査団を対象とした 
e-TanzawaSupport， 県民を対象としたアトラス丹沢や丹沢

大山総合調査の現状を見渡せるたんざわレポート Online や
丹沢大山自然再生基本構想のパブリックコメントを収集する

サイトなどを作成し， それらを集約したポータルサイトとして

の e-Tanzawa （http://e-tanzawa.jp/） を作成し， 運用してい

る （図 1）． このポータルサイトの運用は， セキュリティや維

持管理の関係上ミラーサーバーでの運用を行っている． ま

た， ポータルサイトとしての運用は， 必要に応じてサイトの追

加など様々な要求に対して柔軟に拡張できるためであり， 現

在も随時更新やサイトの追加を行っている． 本節では， この

ポータルサイトとしての e-Tanzawa 内において公開もしくは

公開予定のサイトの目的と内容について記述した．

2. アトラス丹沢 Web

　丹沢大山総合調査において明らかになった調査結果やそ

れに基づいて作成された丹沢大山自然再生基本構想を地

図帳 （アトラス） として表現したアトラス丹沢は， 平成 16 年
度に第一集， 平成 17 年度に第二集が冊子として作成され

ている．

　アトラス丹沢 Web は， 冊子であるアトラス丹沢を素材とし，

Web 化したサイトである． アトラス丹沢 Web は平成 17 年度

までにアトラス丹沢第一集についてまとめたサイトを作成，

公開し （図 2）， 平成 18 年度末にはアトラス丹沢第一集，

第二集をまとめたサイトとして更新， 公開した．
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図 1． ポータルサイト e-Tanzawa のトップ画面

図 2. アトラス丹沢 Web のトップ画面
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　平成 17 年度までにアトラス丹沢第一集を基に作成したサイ

トは， 丹沢大山地域の概要 「丹沢の自然環境」 , 現状 「私

たちと丹沢」，課題 「丹沢が抱える問題」，対策 「丹沢の保全・

再生に向けて」 についてまとめてあり， それぞれの項目につ

いて地図と共に説明 ・写真などを付記している （例 ：図 3）．
　このようにアトラス丹沢 Web は， e-Tanzawa 上において，

丹沢大山地域や丹沢大山総合調査について地図を用い

てわかりやすく表現し， 視覚的に理解することができるよう

に作成し， 県民を含めた多くの方々に， 丹沢大山地域で

何が起きていて， これから何を行う必要があるのかを伝える 
Web サイトとして構築した．

3. たんざわレポート Online

　丹沢大山総合調査については， 丹沢大山総合調査実行

委員会が運営管理する 「丹沢大山の今を調べる丹沢大山

総合調査」 や情報整備チームが運営管理する丹沢自然環

境情報ステーションなどの県民に伝えるサイトは作成してい

たが， ある一定の調査内容に特化しており， 県民の目線に

立って 「丹沢大山総合調査の現状」 をわかりやすく伝える

ために， たんざわレポート Online を作成した （図 4）． この

サイトは， 既存の一定の内容に特化したいくつかのコンテン

ツの特徴を生かしながら， それらをまとめる意味を持つサイ

トにすることを考慮して作成した．

　このサイトは視覚的効果 ・ いまの情報の表示など Web の
特徴を生かし， トップページにおいては， 動的コンテンツ

や図 ・ 写真などを利用し， 丹沢大山総合調査のしくみとな

がれを視覚的にわかりやすく表現している． また， 丹沢大

山総合調査を段階ごとに分け， 「今何をしているのか？」，

「何がわかってきたのか？」 を現在進行形でわかりやすく伝

えることができるように作成した． このように Web サイトなら

ではの表現方法で， 伝えたい内容が誰にでもわかるような

サイトを実現した．

　上述のようにこのサイトは， 丹沢大山総合調査の各分野，

また各段階の内容に特化した個々のコンテンツをまとめる総

合的な存在としての役割を持つことから， このサイトにアク

図 3 アトラス丹沢 Web の表示画面例

図 5. 動的コンテンツによる表示例

図 6. コンテンツの表示画面例

図 4. たんざわレポート Online のトップ画面
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セスすれば， 丹沢大山総合調査の全てが集約され， 全体

の取り組みがわかるように作成した （図 5）．
　たんざわレポート Online は． トップページの動的コンテン

ツを軸として， 各段階の詳細ページはそれにぶら下がる形

となり， ツリー的な構造になっている． 構造は以下の通りで

ある．

・自然， 丹沢の歴史， これまでの保全対策

・調査の目標

・調査， データと情報の整備

・問題を検証する

・保全計画を立てる

・保全対策実施

　それぞれのコンテンツには， これまでに得られた調査結

果や報告書などがまとめられており， 自由にダウンロードし，

閲覧できるようにした （図 6）． 平成 18 年度末までには，

平成 17 年度までに報告された調査結果を含め， 「保全計

画を立てる」 までが公開され， 今後も随時更新していく予

定である．

4. 丹沢大山自然再生基本構想

　丹沢大山総合調査において丹沢大山自然再生基本構想

（以下， 基本構想） を策定する際に， 県民をはじめとする

図 7. 意見収集のサイト画面

図 8. 基本構想 ・政策提言書のサイト画面

図 9. 神奈川県レッドデータブックのトップ画面

様々な主体の意見を反映するためにパブリックコメントを収

集する Web サイトを作成した． まず， 平成 18 年 2 月に基

本構想骨子案， 同年 4 月に基本構想素案に対する意見収

集のサイトを作成し （図 7）， e-Tanzawa とたんざわレポー

ト Online にリンクをはった．

　意見収集のサイトには， 基本構想が策定されるまでのスケ

ジュールと説明が記載され， 基本構想案がダウンロードで

きる． また同時にサイト上で意見を簡単に入力でき， 投稿

できるように作成した． さらに， 策定した基本構想と神奈川

県知事への政策提言書をダウンロードできるページを作成

し （図 8）， e-Tanzawa とたんざわレポート Online にリンク

をはった．

図 10. 検索結果 （種の一覧） の表示画面

図 11. 検索結果 （詳細情報） の表示画面
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5. 神奈川県レッドデータブック

　神奈川県における希少種の現状を示すレッドデータブック

は， 冊子で 1995 年に神奈川県立生命の星 ・ 地球博物館

により 「神奈川県レッドデータ生物調査報告書」 が作成さ

れている． これらの情報を基に， 神奈川県レッドデータブッ

クのサイトを作成した （図 9）．
　トップページでは， レッドデータブックやレッドデータラン

クについての説明などを記載し， さらに種の分類， ランク，

和名， 地図からの種の検索も可能である． 検索により， 種

の一覧が表示され （図 10）， 種をクリックすることにより詳細

な種情報が表示されように作成した （図 11）．

図 12. 広葉樹図鑑のトップ画面

図 13. 野生きのこ図鑑のトップ画面

図 14. 広葉樹図鑑の検索結果の表示画面

図 15. 写真登録システムのトップ画面

図 16. e-TanzawaSupport のトップ画面

6. その他のサイト

　ポータルサイトとしての e-Tanzawa には， 以上に記載した 
Web サイトの他にも， 広葉樹図鑑 （図 12） や野生きのこ

図鑑 （図 13） の Web サイトを作成した． これらはこれまで

神奈川県が作成していたサイトを基に作成した． 広葉樹図

鑑は， 葉のつき方， 形などから検索でき， 検索結果は種

の一覧として表示され， 種を選択することにより詳細な情報

や写真が表示される （図 14）．
　また，WebGIS （前節参照） や丹沢写真登録システム （図 
15）， e-TanzawaSupport （図 16） のサイトも作成した．

　このように構築したデータベースとしての e-Tanzawa を基

にして作成した様々なサイトをとりまとめるポータルサイトとし

ての e-Tanzawa を運用することにより， 調査団， 県民など

様々な主体に， 情報の公開から意見 ・ 情報 ・ 資料の収集

まで多様なニーズに応じてサイトを作成， 公開してきた． こ

のようなデータベースの運用， 拡張は， 複雑に問題が絡み

合う自然環境の保全， 管理や自然再生などにおける政策立

案の合意形成を図るために有用な方法であると考えられた．
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